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『
宣
和
遣
事
』

の
成
立
過
程
に
関
す
る
一
試
論

ー
ー
そ
の
歴
史
書
引
用
部
分
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

岡

村

真

寿

美

中
国
の
講
史
小
説
（
本
稿
で
は
、
歴
史
に
題
材
を
と
っ
た
通
俗
小
説
を
こ
の
よ
う
に
栴
す
る
）
の
成
立
と
襲
展
過
程
を
考
え
る
上
で
重

要
な
資
料
と
な
る
も
の
に
、
宋
元
代
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
平
話
と
栴
す
る
講
史
小
説
作
品
群
が
あ
る
。
こ
の
中
、
『
宣
和
遣
事
』
は
、

長
編
章
回
小
説
の
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
『
水
諦
侍
』
や

『大
宋
中
興
演
義
』
等
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
小
説
と
の
関
連
に
お
い
て
は
早
く
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
白
檀
が
車
濁
で
研
究
さ
れ
る

こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
作
品
が
後
述
の
ご
と
く

「
ょ
せ
あ
つ
め
」
の
粗
悪
本
で
あ
る
こ
と
に
も
よ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宋
元
代
の
平
話
作
品
群
の
中
で
こ
の

『宣
和
遣
事
』
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
き
、
そ
こ
に
や
は
り
講
史
小
説
成

立
の
初
期
段
階
を
解
明
す
る
手
4

掛
か
り
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
黙
を
念
頭
に
置
き
、
考
察
を
進

め
て
い
き
た
い
。『

宣
和
遣
事
』
と
は

『
宣
和
遣
事
』
は
、
明
代
郎
瑛
の
『
七
修
類
稿
』
や
高
儒

『百
川
書
志
』
等
に
そ
の
名
が
見
え
て
お
り
、

『百
川
書
志
』
は、



難
宋
入
所
記
、
僻
近
嘗
史
、
頗
傷
不
文
。

と
い
う
。
「
宋
人
所
記
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
高
儒
の
手
に
し
た
『
宣
和
遣
事』

は
「
宋
刊
」
と
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
黄
亙
烈
蓄
蔵
官
帆
も
宋
末
元
初
刊
と
さ
れ
が
〉
こ
と
か
ら
、

『新
編
五
代
史
平
話』

や

「全
相
平
話
五
種
」
と
同
じ
く
、

宋
元
代
に
成

立
し
た
「
平
話
」
小
説
の
一
っ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
構
造
を
見
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
部
分
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
魯
迅

は
『
宣
和
遣
事
』
を
評
し
て
、

惟
節
録
成
書
、
未
加
融
舎
、
故
先
後
文
曲
、
致
馬
琴
差
、
灼
然
可
見
。

と
言
い
、
こ
の
作
品
が
十
種
の
書
を

「剰
取
」
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き
く
十
段
に
分
け
が
）
。
そ
の
内
容
を
次
に
奉
げ
る
。

①
歴
代
帝
王
荒
淫
之
失

②
王
安
石
嬰
法
之
禍

③
安
石
引
蕪
京
入
朝

1
童
貫
蕪
依
巡
遁

④
梁
山
橡
緊
義
本
末

⑤
徹
宗
幸
李
師
師
家
・
曹
輔
進
諌
及
張
天
費
隠
去

⑥
道
士
林
霊
素
進
用
及
其
死
之
異

⑦
雌
月
預
賞
元
宵
及
元
宵
看
燈
之
盛

⑧
金
入
来
運
糧

i
京
城
陪

⑨
金
兵
入
城

1
帝
后
北
行
受
辱

⑩
高
宗
定
都
臨
安

こ
の
う
ち
、
④
・
⑤
は
白
話
文
を
主
韓
と
し
、
他
は
文
語
文
を
主
題
と
す
る
。
④
・
⑤
は
嘗
時
の
、
い
わ
ば
講
韓
師
の
種
本
の
よ
う
な
も

（巻
五

史

簿
記
〉
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『川区
和
巡
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

の
（
以
下
こ
れ
を
「
種
本
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
を
使
用
し
た
部
分
と
推
定
さ
れ
、
特
に
④
の
梁
山
泊
と
宋
江
一
派
の
故
事
を
描
く
部

分
は
、
『
水
説
得
』
の
雛
型
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
文
語
主
韓
の
部
分
、
或
い
は

『
宣
和
遣
事
』
作
品
全
檀
に
闘
し
て
は
、
例
え
ば
⑩
の
高
宗
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
『
大
宋
中
興
英
烈
侍
』
と
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ

れ
る
な
ど
の
論
考
が
あ
る
も
の
の
、
概
し
て
そ
の
詳
細
な
研
究
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
こ
の
作
品
が
魯
迅
の
言
う
加
く

「節
録
」
本
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
『
宣
和
遣
事
』
の
一
つ
の
作
品
と
し
て
の
債
値
を
極
め
て

低
い
も
の
に
認
識
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
因
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
全
檀
を
通
じ
て
白
話
文
と
文
語
文
が
混

在
す
る
と
い
う
不
檀
裁
を
も
招
い
て
い
て
、
そ
の
黙
に
お
い
て
こ
の
評
債
は
妥
嘗
な
も
の
と
一言
守
え
る
。

し
か
し
『
宣
和
遣
事
』
が
節
録
本
で
あ
る
と
讃
者
に
認
識
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
は
、
一
方
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
号
一守
え
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
作
品
は
様
々
な
要
素
を
融
和
さ
せ
る
と
い
う
封
策
を
と
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
原
型
の
ま
ま
そ
の
中
に
混
在
さ
せ
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
に
は
宋
元
代
の
語
り
も
の
の
形
態
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
前
述
の
④
・
⑧
段
は
そ

う
い
っ
た
嘗
時
の
語
り
の
形
態
を
残
す
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
勲
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
部

分
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
果
し
て
こ
れ
ら
を
従
来
の
如
く
、
債
値
の
低
い
閥
単
な
る
節
録
部
分
と
し
て
全
て
同
列
に
扱
っ

て
良
い
も
の
か
疑
問
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
敢
え
て
こ
の
④
・
⑤
段
以
外
の
部
分
に
注
目
し
て
論
を
進
め
て

’ur
－－、、
0

・4
V
2

ぜ，，

．．
 w
 

歴
史
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て

『
宣
和
遣
事
』
の
文
語
部
分
は
、
多
く
の
歴
史
書
の
文
章
を
引
用
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
勲
に
つ
い
て
は
、
早
く
迂
仲
賢

「官
一

24 



和
遺
事
考
謹
一
一
ピ
詳
し
い
考
謹
が
あ
る
が
、
任
論
文
は
引
用
の
特
徴
を
述
べ
、
内
容
と
の
封
象
を
行
な
わ
な
い
の
で
、
次
に
、
先
ず
魯
迅

の
段
落
分
け
に
依
擦
し
っ
て
そ
の
引
用
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
下
、
『
官
一
和
遣
事
』
本
文
は
『
士
唾
居
叢
書
』
所
牧
本
を
使
用

し
た
。歴

史
書
そ
の
他
か
ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
前
述
の
②
・
③
・
⑥
・
⑧
・
⑨
・
⑩
の
各
段
で
あ
る
。
先
ず
②
段
は
、
題
目
を

示
せ
ば
「
神
宗
用
王
安
石
爵
相
」
か
ら
「
安
石
捨
宅
馬
寺
求
福
薦
男
穿
」
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
、
南
宋
陳
均
の
『
九
朝
編
年
盤
芭

（
以
下
『
備
要
』
と
稽
す
る
）
に
か
な
り
近
い
せ
②
段
冒
頭
の
王
安
石
任
用
を
諸
臣
が
諌
め
る
場
面
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

『
宣
和
遣
事
』有

唐
介
倣
著
諌
官
、
上
疏
論
奏
、
「
王
安
石
泥
古
迂
儒
、
若
用
爵
相
、
必
多
更
費
、
重
擾
天
下
。
」
那
時
有
呂
諦
亦
上
疏
弾
劾
安

石
。
有
弾
文
、
其
略
云
、
「
臣
日
諒
誠
憧
誠
恐
、
頓
首
頓
首
、
百
拝
奏
子
皇
帝
陛
下
。
臣
仰
観
公
朝
、
除
王
安
石
馬
相
者
。
臣
切

謂
安
石
毎
遷
小
官
、
遜
避
不
巳
、
及
除
翰
林
間
学
士
、
不
聞
固
僻
。
先
帝
臨
朝
、
則
有
山
林
濁
往
之
志
、
陛
下
即
位
、
則
有
金
饗
侍

従
之
築
、
好
名
噌
進
、
見
利
忘
義
。
凡
在
鰹
鑑
、
力
請
坐
而
講
説
、
特
屈
寓
乗
之
重
、
自
慮
師
氏
之
等
、
不
識
君
臣
上
下
之
分
。

又
興
唐
介
争
論
謀
殺
刑
名
、
衆
非
安
石
而
是
介
。
介
務
守
大
種
、
不
能
以
口
舌
勝
、
憤
癌
費
直
市
死
。
奏
劃
強
耕
、
陵
蝶
同
列
。

大
姦
似
忠
、
大
詐
似
信
、
外
示
朴
野
、
中
戴
巧
詐
、
騎
塞
慢
上
、
陰
賊
害
物
。
制
置
三
司
降
例
、
兼
領
兵
財
、
又
謬
三
人
勾
首
、

八
人
巡
行
。
臣
未
見
其
利
、
先
見
其
害
。
匡
匝
愚
忠
、
切
以
局
安
石
決
不
可
用
。
若
用
之
爵
相
、
必
嬰
姐
宗
法
度
、
以
蹴
天
下
。

欲
望
聖
慈
、
允
臣
所
奏
、
特
王
安
石
新
命
寝
罷
。
宗
杜
幸
甚
。
伏
取
進
止
。
」
（
前
集
五
葉
右
i
同
左
）
〈
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
）

『
九
朝
編
年
備
要
』

介
日
、
「
安
石
好
撃
而
泥
古
、
議
論
迂
閥
、
若
使
属
政
、
必
多
嬰
更
、
以
擾
天
下
。
」
（
巻
十
八
十
七
葉
）

謡
言
、
「
大
姦
似
忠
、
大
詐
似
信
。
惟
其
用
舎
、
係
時
休
否
。
安
石
外
示
朴
野
、
中
戴
巧
詐
、
踊
塞
慢
上
、
陰
賊
害
物
。
臣
略

25 

『
宣
和
遣
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論



『
宣
和
選
挙
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

疏
其
十
事
O
i
－
－
－
安
石
毎
遷
小
官
、
遜
避
不
巳
、
及
除
翰
林
肇
士
、
不
聞
固
露
。
先
帝
臨
朝
、
則
有
山
林
濁
往
之
思
、
陛
下
即
位
、

則
有
金
聾
侍
従
之
築
、
見
利
忘
義
、
好
名
噌
進
、
二
也
。
在
鰹
鑑
、
力
請
坐
而
講
説
、
特
屈
高
乗
之
重
、
自
慮
師
氏
之
尊
、
不
識

君
臣
上
下
之
分
、
三
也
。
：
：
：
輿
唐
介
争
論
謀
殺
刑
名
、
衆
非
安
石
而
是
介
。
介
務
守
大
種
、
不
能
以
口
舌
勝
、
憤
癒
瑳
直
而
死
。

奏
封
強
耕
、
陵
蝶
同
列
、
八
也
。
：
：
：
制
置
三
司
条
例
、
兼
領
兵
財
、
又
奉
三
人
者
勾
富
、
八
人
者
巡
行
。
臣
未
見
其
利
、
先
見

其

害

、

十

也

。

」

（

巻

十

八

十

九

1
二
十
葉
）

こ
の
よ
う
に
、
多
少
内
容
が
前
後
す
る
も
の
の
、
『
官
一和
遣
事
』
の
表
現
は
『
備
要
』
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
襲
っ
た
も
の
と
z
＝弓える。

『
備
要
』
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
段
は
、
②
に
限
ら
ず
、
繍
く
③
段
（
「
安
石
引
蕪
京
入
朝
任
事
L
i
「
命
童
貫
蕪
般
帥
師
巡
遁
」
）、

及
び
⑧
段
（
「寅
菜
男
子
生
苧
」

i
「
欽
宗
悔
不
用
紳
師
道
之
言
」
）
も
同
様
で
あ
る
。『
宣
和
遣
事
』
の

『備
要
』
と
の
類
似
性
は
、
全

般
的
に
②
段
と
同
じ
で
あ
る
が
、
大
観
元
年
の
記
事
（
「黄
河
清
盛
州
雨
豆
」
）
以
降
特
に
彊
ま
り
、
時
に
年
号
お
よ
び
年
敷
に
誤
り
が
見

ら
れ
る
ほ
か
は
、
『
宣
和
遣
事
』
は
ほ
ぼ
『
備
要
』
の
記
載
順
に
従
い
、
こ
れ
を
節
録
す
る
形
で
記
述
が
進
む
。

た
だ
し
、
各
章
段
は
こ
の
よ
う
に
全
瞳
を
通
し
て
『
備
要
』
に
依
存
し
て
い
る
も
の
の
、
完
全
に
『
備
要
』
の
み
を
引
用
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
『
備
要
』
以
外
か
ら
の
引
用
も
散
見
す
る
。
③
段
「
康
王
生
上
夢
銭
謬
挽
御
衣
」
を
例
に
翠
げ
れ
ば
、

頼
仁
皇
后
生
皇
子
構
。
徹
宗
隔
夜
夢
呉
越
銭
王
、
以
手
挽
徽
宗
御
衣
、
云
、

「我
好
来
朝
、
仲
家
便
留
住
我
、
終
須
還
我
山
河

社
程
、
待
敬
第
三
子
来
。
」
廟
仁
皇
后
亦
夢
金
甲
神
人
、
自
橋
銭
武
粛
王
、
及
籍
、
而
生
皇
子
。
蓋
徹
宗
第
九
子
也
。
其
始
生
之

時
、
宮
中
紅
光
満
室
。
宣
和
二
年
封
馬
康
王
。
後
即
位
於
南
京
、
属
高
宗
、
建
都
於
杭
州
、
即
符
銭
王
還
我
山
河
之
夢
。
銭
武
粛

王
即
鏡
謬
、
享
年
八
十
一
議
、
高
宗
亦
霧
八
十
一
、

宣
偶
然
哉
。

（前
集
十
一
葉
左
1
十
二
葉
右）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
備
要
』
に
は
見
え
な
い
括
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
恐
ら
く
南
宋
越
輿
時
『
賓
退
録
』
巻
五
に
、

淳
照
十
四
年
冬
十
一
月
丙
寅
、
宰
執
奏
事
延
和
殿
、
宿
直
官
洪
遁
同
封
、
因
論
高
宗
誼
続
、
孝
宗
聖
諭
云
、
「
太
上
時
有
老
中

官一五、

『太
上
臨
生
、
徹
宗
嘗
夢
呉
越
銭
王
引
徹
宗
御
衣
云
、
我
好
来
朝
、
便
留
住
我
、
終
須
還
我
山
河
、
待
敬
第
三
子
来
。』」
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遁
文
記
其
父
陪
在
虜
買
一
妾
、
東
平
人
、
借
其
母
来
、
母
曾
在
明
節
皇
后
間
中
、
能
言
顛
仁
皇
后
初
生
太
上
時
、
夢
金
甲
神
人
、

自
橋
銭
武
粛
王
可
寝
而
生
太
上
。
武
粛
即
鍔
也
、
年
八
十
一
、
太
上
亦
八
十
一
、
ト
都
於
此
、
亦
不
偶
然
。

と
載
せ
る
話
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
⑧
段
中
「
挑
平
仲
道
萄
」
な
ど
は
、
『
備
要
』
と
『
賓
退
録
』
を
肝
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

挑
平
仲
者
、
世
爵
西
陸
大
特
、
幼
孤
、
従
父
挑
古
養
馬
子
。
年
十
八
、
興
夏
人
戦
戚
底
河
、
殺
彼
甚
衆
。
宣
撫
童
貫
百
興
語
、

平
仲
不
少
屈
、
貫
不
悦
、
抑
其
功
賞
。
睦
州
方
蹴
作
耗
、
道
君
曾
遣
童
貫
討
賊
。
貫
難
不
喜
平
仲
、
但
心
服
其
勇
、
復
取
平
仲
借

行
。
及
賊
平
、
平
仲
之
功
冠
箪
、
不
願
推
賞
、
乃
謂
貫
日
、
「
平
仲
不
求
官
賞
、
但
願
一
見
主
上
耳
。
」
貫
愈
芭
写
ι
。
他
将
如
王
淵
・

劉
光
世
者
、
皆
得
召
見
、
濁
平
仲
不
得
召
、
貫
思
其
功
故
也
。

欽
宗
是
時
在
東
宮
、
知
其
名
、
及
即
位
金
入
園
京
城
、
平
仲
以
勤
王
之
兵
来
、
乃
得
百
見
、
賜
見
福
寧
殿
、
厚
賜
金
島
、
許
功

成
之
日
、
有
不
次
之
賞
。
平
仲
請
出
死
力
、
夜
劫
虜
営
、
生
檎
斡
寓
不
、
奉
康
王
以
輯
。
及
出
、
連
破
雨
案
、
奈
機
事
巳
油
、
虜

己
夜
徒
去
、
平
仲
之
志
未
遂
。
挑
古
選
精
鋭
五
高
人
、
自
滑
州
進
屯
虜
管
之
後
、
克
日
一
汗
力
攻
撃
、
有
必
勝
之
道
、
奈
李
邦
彦
力

主
和
議
、
恐
其
成
功
、
遂
廓
親
征
行
管
使
、
罷
李
綱
、
以
謝
金
虜
、
欲
堅
講
和
之
議
世
。

挑
平
仲
憤
恨
朝
廷
無
用
兵
意
、
遂
乗
一
青
螺
亡
命
、
一
童
夜
馳
七
百
五
十
里
、
抵
郵
州
、
方
得
食
。
入
武
閥
、
至
長
安
、
欲
隠

華
山
、
顧
以
属
議
、
奔
入
国
、
至
青
城
山
上
清
宮
、
留
一
日
、
復
入
大
面
山
、
行
二
百
七
十
絵
里
、
度
采
薬
者
不
能
至
、
乃
解
縦

所
乗
螺
、
得
石
穴
以
居
。
朝
廷
屡
下
詔
求
之
、
弗
得
也
。
至
於
乾
道
・
淳
照
之
問
、
始
出
至
丈
人
観
、
自
言
年
十
齢
、
紫
者
欝
然

長
敷
尺
、
其
行
速
若
奔
馬
。
陸
放
翁
馬
題
青
城
山
上
清
宮
壁
詩
云
、

造
物
困
豪
傑
、
意
特
使
有
馬
。
功
名
未
足
言
、
或
作
出
世
賢
。
銚
公
勇
冠
軍
、
百
戦
起
西
陸
。
天
方
覆
中
原
、
殆
非
一
木
支
。

脱
身
五
十
年
、
世
人
識
公
誰
。
但
驚
山
津
問
、
有
此
熊
豹
姿
。
我
亦
志
方
外
、
白
頭
未
逢
師
。
年
来
幸
膜
放
、
箪
遂
輿
世
僻
。

従
公
遊
五
岳
、
稽
首
餐
霊
芝
。
金
骨
換
緑
髄
、
範
然
松
抄
飛
。

コ
日
和
造
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る
－
試
論

（
後
集
八
葉
右

i
九
葉
右
）
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『～島
和
遣
事
』
の
成
立
過
程
に
幽
閉
す
る

一
試
論

こ
の
部
分
は
『
賓
退
録
』
巻
八
に
見
え
、
そ
こ
で
は
陸
携
詩
も
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
、
『
宣
和
遣
事
』
は
『
賓
退
録
』
を
見
て
こ

の
記
事
を
書
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
分
は
『
賓
退
録
』
に
は
殆
ど
見
え
ず
、
『
賓
退
録
』
の
基
づ
い
た
「
挑
平
仲
小
偉
」

（
『
滑
南
文
集
』
袋
二
十
三
）
に
も
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
は
『
備
要
』
巻
三
十
に
、

（
靖
康
元
年
）
二
月
、
：
：
：
平
仲
欲
夜
叩
金
皆
、
生
檎
斡
里
雅
布
、
奉
康
王
構
以
踊
。
故
師
道
言
既
不
用
而
平
仲
謀
地
金
、
先

事
設
備
。
至
是
平
仲
率
歩
兵
蔦
人
夜
撃
金
案
、
反
馬
所
敗
O
i
－
－
－
遇
挑
古
以
所
領
西
師
舎
河
朔
、
将
帥
選
精
鋭
五
寓
人
、
白
河
陽

駐
滑
州
進
屯
敵
管
之
後
。
魁
日
肝
力
攻
之
、
此
必
勝
之
策
也
。
：
：
：
李
邦
彦
等
畏
儒
、
皆
不
果
用
。

厩
親
征
行
管
司
、
罷
李
綱
。

罪
綱
、
以
謝
金
也
O
i
－

－

－

（

十

四

i
十
五
葉
）

と
あ
る
記
事
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
斯
様
な
部
分
の
存
在
は
、
『
賓
退
録
』
が
『
宣
和
遺
事
』
に
と
っ
て
重
要
な
引
用
源
の
一
つ
だ
っ

た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
『
官
一
和
遣
事
』
編
者
の
『
備
要
』
の
み
な
ら
ず
幾
つ
か
の
文
献
を
巧
み
に
編
集
し
つ
つ
物
語
を
完
成
さ
せ
よ

う
と
す
る
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
⑥
「
道
士
林
霊
素
進
用
及
其
死
之
異
」
段
は
、

二
箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「林
霊
素
以
夢
感
徽
宗
得
幸
」

か
ら
「
霊
素
人
冥
見
明
達
后
」
ま
で
が
③
段
中
に
入
り
、
さ
ら
に
⑤
段
後
に
「
徹
宗
興
霊
素
揖
月
宮
見
二
人
実」

か
ら
「
霊
素
死
葬
之
里

ま
で
が
描
入
さ
れ
る
。
魯
迅
が
併
せ
て

一
段
と
し
た
の
は
、
と
も
に
「
林
霊
素
侍
」
を
引
用
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
林
霊
素
侍
」

は
、
『
賓
退
錬
』
巻
一
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
『
宣
和
遣
事
』
と

『賓
退
録
』
の
記
述
は
完
全
に
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

『官
一和
遣
事
』
が
屡
々
『
賓
退
銭
』
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
も
ま
た

『賓
退
録
』
に
操
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と
す
れ
ば
、

魯
迅
が
別
段
と
し
た
⑥
段
も
ま
た
、
『
備
要
』
を
主
慣
と
す
る
②
・
③
・
⑧
三
段
を
併
せ
た
大
章
段
に
前
述
の

『賓
退
録
』
と
同
様
に
描

入
さ
れ
た
部
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
先
に
⑥
段
後
半
は
⑤
段
す
な
わ
ち
白
話
文
主
檀
で
書
か
れ
た
李
師
師
記
事
の
直
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

た
が
、
正
確
に
圭一
守
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
⑤
段
は
内
容
か
ら
言
っ
て
「
珊
李
師
師
馬
明
妃
」
で
一
旦
終
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の

「
童
貫
蕪

28 



依
交
割
燕
城
」
か
ら
「
童
貫
伐
燕
敗
走
平
州
」
ま
で
は
李
師
師
と
は
関
係
の
無
い
内
容
で
あ
り
、
『
備
要
』
を
引
用
す
る
。
次
に
徹
宗
の

と
り
ま
き
と
し
て
林
霊
素
と
と
も
に
再
び
李
師
師
が
登
場
す
る
も
の
の
、
李
師
師
の
姿
は
す
ぐ
に
消
え
、
記
述
の
中
心
は
林
霊
素
へ
と
移

り
「
林
霊
素
侍
」
の
引
用
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
李
師
師
が
再
登
場
す
る
部
分
で
も
や
は
り
白
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
貼
は
興
味
深
い
。
『
官
一
和
遣
事
』
全
瞳
を
構
成
し
た
編
者
は
、

或
い
は
こ
こ
で
李
師
師
故
事
を
述
べ
る
⑤
段
と
そ
れ
に
繍
く
主
韓
部
分
と
の
融
和
を
圃
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
述
べ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
「
林
霊
素
停
」
の
引
用
が
『
備
要
』
引
用
部
分
に
挟
ま
れ
る
形
に

な
っ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
林
霊
素
侍
」
す
な
わ
ち
⑥
段
が
、
濁
立
の
章
段
と
い
う
よ
り
も
、
②
・
③
・
⑧
段
の
一
部
で

あ
っ
た
可
能
性
を
更
に
高
め
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
②
・
③
・
⑥
・
⑧
段
は
、
と
も
に
同
一
の
章
段
と
考
え
て
も
差
し
支
え
は
無
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
一
つ
の

文
献
の
み
に
依
擦
し
つ
つ
物
語
を
ま
と
め
れ
ば
、
編
者
と
し
て
は
大
慶
祭
な
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
し
て
も
限
定

さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
章
段
で
は
、
編
者
は
そ
の
不
足
を
他
の
文
献
に
擦
っ
て
補
う
と
い
う
編
集
を
行
な
い
、
内
容
に

幅
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
大
章
段
は
『
備
要
』
を
主
韓
と
し
つ
つ
も
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
賓
退
録
』

や
そ
の
他
の
文
献
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
各
種
の
文
献
を
引

用
し
つ
つ
別
個
の
作
品
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
編
者
の
意
圃
が
看
取
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
⑨
段
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
⑨
段
が
歴
史
書
の
引
き
写
し
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
の
郎
瑛
の
『
七
修
類
藁
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

宋
徹
欽
北
慧
事
述
、
刊
本
有
『
宣
和
遣
事
』
、
抄
本
則
有
『
痛
憤
録
』
。
二
書
較
之
、
大
事
皆
問
、
惟
虜
人
侮
慢
之
様
、
醜
汚
之

事
、
則
翁
憤
行
之
也
。
至
子
彼
地
之
険
、
彼
園
之
事
、
風
俗
之
異
、
時
序
之
章
、
則
『
宣
和
』
較
『
録
』
馬
少
失
。
二
書
皆
無
著

者
人
名
。
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『
ウ

U
和
造
事
』
の
成
立
過
程
に
脱
す
る
一
試
論

E
『
遣
事
』
難
以
「
宣
和
」
爵
名
、
而
上
集
乃
北
宋
之
事
、
下
集
則
被
慧
之
事
。
首
起
如
小
説
院
本
之
流
、
日
疋
蓋
世
田
時
之
人
著

者
也
。
「
録
』
則
翁
『
遣
事
』
之
下
集
、
造
飾
其
所
多
之
事
、
必
宣
政
間
道
辱
之
徒
、
以
護
其
胸
中
不
逗
之
気
而
馬
之
、
是
不
足

観
也
。
観
其
年
月
地
方
死
生
大
事
倶
問
、
惟
多
造
飾
之
言
、
可
知
失
。

故
『
斉
東
野
語
』
耕
『
南
撞
紀
聞
』
之
事
局
無
有
。
予
意
『
編
憤
』
或
即
『
紀
聞
』
、
後
人
讃
之
而
憤
之
、
故
易
此
名
也
。
観

周

草

憲

歴

耕

之

言

、

阿

計

替

之

事

、

似

興

相

向

。

（

巻

四

十

六

事

物

）

こ
こ
に
一
言
う
『
南
撞
紀
聞
』
『
痛
憤
録
』
及
び
『
痛
憤
繍
録
』
は
、
と
も
に
宋
人
辛
棄
疾
著
と
さ
れ
る
（
一
説
に
、
『
南
撞
紀
聞
は
宋
・

黄
糞
之
著
と
も
い
う
）
が
、
偽
託
ら
し
川
口
、
『
七
修
類
藁
』
も
「
無
著
者
人
名
」
と
し
て
い
る
。
王
重
民
に
よ
れ
ば
、
宋
・
周
揮
撰
『
南

撞
紀
（
記
）
聞
』
四
巻
の
う
ち
、
巻
一
・
二
が
『
南
渡
録
』
、
巻
三
『
痛
憤
銭
円
巻
四
『
痛
憤
績
録
』
で
あ
る
と
い
う
せ
し
か
し
、
『
四

庫
全
書
締
目
提
要
』
は
こ
の
他
『
靖
康
蒙
塵
録
』
を
挙
げ
て
『
南
壇
紀
聞
』
と
「
文
多
相
同
」
で
あ
る
と
す
る
（
巻
五
十
二
）
。
ま
た
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
「
所
載
全
非
事
貰
口
」
（
巻
五
十
二
『
南
渡
録
』
『
痛
憤
録
』
提
要
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
評
価
は
極
め
て
低
い
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
書
は
、
素
性
の
明
確
で
な
い
俗
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
『
七
修
類
藁
』
の
よ
う
に
『
痛
憤
録
』
の
方

が
『
宮
一
和
遣
事
』
を
節
録
し
た
の
だ
と
い
う
考
え
方
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
胡
士
壁
は
『
話
本
小
説
概
論
』
の
中
で
郎
瑛
の
説
を

「
不
可
信
。
」
と
一
蹴
し
て
い
る
的
、
残
念
な
が
ら
そ
の
根
擦
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
『
南
渡
録
』
を
も
っ
て
、
『
南
渡
録
』
ま

た
は
『
南
燈
紀
聞
』
（
或
い
は
『
南
燈
紀
聞
録
』
と
も
い
う
）
な
ら
び
に
『
痛
憤
録
』
『
痛
憤
繍
録
』
の
綿
橋
と
す
る
。
ま
た
、
以
下
の
論

考
で
は
『
園
粋
叢
書
』
第
三
集
（
園
撃
保
存
舎
、
一
九
O
六
年
）
所
牧
『
南
渡
録
』
を
使
用
し
た
。

こ
の
『
南
渡
錬
』
を
『
宣
和
遣
事
』
⑨
段
（
「
金
兵
入
城
取
書
籍
戸
口
圃
籍
法
物
歯
簿
業
器
等
」
i
「
延
糟
欽
宗
墜
馬
馬
馬
既
死
」
）
と

封
照
し
て
み
れ
ば
、
『
宣
和
遣
事
』
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
『
南
渡
録
』
を
節
銭
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
そ
の
冒
頭

「
金

兵
入
城
取
書
籍
戸
口
園
籍
法
物
歯
簿
業
器
等
」
を
例
に
摩
げ
る
。
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『
宣
和
遣
事
』

二
十
五
日
、
京
師
陥
、
金
兵
入
城
。
二
十
六
日
、
粘
竿
遣
使
入
城
、
求
雨
式
幸
虜
管
面
議
和
及
割
地
事
。
十
二
月
初
五
日
、
遣

入
城
搬
草
書
籍
、
弁
園
子
監
・

三
省
・
六
部
司
或
官
制
天
下
戸
口
園
、
人
民
財
物
。
初
九
日
、
又
遣
人
搬
連
法
物
・
車
轄
・
歯
薄
・

太
常
楽
器
及
鍾
鼓
刻
漏
、
臆
是
朝
廷
儀
制
、
取
之
無
有
少
遣
。
十
九
日
、
京
師
雪
深
数
尺
、
米
斗
三
千
、
貧
民
飢
餓
、
布
満
街
巷
、

死
者
盈
路
。
金
人
又
障
兵
劫
掠
富
家
。
粘
字
命
一
特
領
甲
士
百
齢
人
、
在
天
津
橋
駐
演
、
民
不
敢
過
。
壮
者
則
剥
脱
而
殺
之
、
婦

女

美

麗

者

留

之

。

城

中

間

戸

、

不

敢

出

入

。

（

後

集

十

一

葉

左

）

『
南
渡
録
』二

十
五
日
、
京
城
陪
、
金
兵
入
城
。
二
十
六
日
、
粘
写
遣
使
入
城
、
求
雨
宮
幸
虜
管
面
議
和
及
割
地
等
事
。
十
二
月
初
五
日
、

遺
兵
入
城
搬
運
書
籍
、
井
園
子
監
・
三
省
・
六
部
司
式
官
制
天
下
戸
口
財
賦
圃
籍
、
及
宗
正
議
麗
。
初
九
日
、
又
遣
人
搬
津
伝
物
・

車
轄
・
歯
簿
・
太
常
楽
器
及
鍾
鼓
刻
漏
、
一
臆
朝
廷
儀
制
、
康
有
手
遣
。
十
九
日
、
京
師
大
雪
深
敷
尺
、
米
債
騰
貴
斗
米
至
三
千

鏡
、
貧
民
飢
餓
、
死
者
盈
路
。
金
人
又
縦
兵
剰
掠
撞
奪
富
家
。
有
一
特
在
天
津
橋
下
旗
甲
士
百
蝕
人
、
民
過
者
、
壮
者
剥
脱
而
殺

之
、
婦
女
美
麗
者
留
之
。
城
中
往
往
閉
戸
、
不
復
出
入
。

（
巻
一
一
葉
左

1
二
葉
右
）

以
下
、
稀
に
そ
の
記
述
の
先
後
に
差
異
が
あ
る
ほ
か
は
、
全
段
此
の
加
く
ほ
ぼ
『
南
渡
録
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
筆
を
進
め
る
の
で
あ

る
。
後
述
の
李
若
水
記
事
を
除
い
て
、
⑨
段
で
は
、
編
者
は
ひ
た
す
ら
『
南
渡
録
』
の
節
録
に
浸
頭
し
て
お
り
、
そ
こ
に
創
作
性
、
或
い

は
②
・
③
・
⑥
・
⑧
の
大
章
段
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
編
者
の
意
志
に
擦
る
編
集
の
入
り
込
む
録
地
は
全
く
な
い
。

最
後
に
⑩
一
す
な
わ
ち
後
集
「
金
兵
初
追
康
王
」
以
降
を
見
て
み
た
い
。
先
ず
、
「
官
軍
及
群
盗
障
者
八
高
人
」
及
び

「
元
祐
皇
后
降

手
詔
迎
康
王
」
記
事
に
、

円

A
Y
I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

l
ag
i
l
i－
－

－

I
l
l
i－
－

I
l
l1

1
1

Il
i－
－

宜

Y
I
l
l
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
i－
－

I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
I
l
l
i－
－

一
一月
、
次
済
州
元
帥
府
c

官
軍
及
軍
盗
来
鴎
者
、
凡
八
高
人
。
元
祐
皇
后
降
手
詔
迎
康
王
、
略
目
、
「
漢
家
之
厄
十
世
、
宜
光

武
之
中
興
、
献
公
之
平
九
人
、
惟
重
耳
之
尚
在
。
蕊
馬
天
意
、
夫
畳
人
謀
。
」

コ旦
和
巡
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

（
後
集
三
十
九
葉
右
）
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『
立
和
泊
事
』
の
成
立
過
程
に
附
す
る

一
試
論

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
備
要
』
巻
三
十
、
九
十
四
葉
の
、

康
王
次
済
州

元
帥
府
官
軍
及
葦
盗
来
者
、
凡
八
高
人
、
分
屯
子
河
北
諸
郡
。

及
び
同
巻
一
百
六
葉
に
、

甲
成
降
手
書
迎
康
王

手
書
日
、
「
：
：
：
漢
家
之
厄
十
世
、
宜
光
武
之
中
興
、
献
公
之
子
九
人
、
惟
重
耳
之
尚
在
。

蕊
馬
天
意
、
夫
量
人
謀

O
i
－－
」

・
（
A

）

・
（
B

）

と
あ
る
こ
と
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
康
王
即
位
南
京
」
以
降
は
、
劉
時
事
の
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
に
近
い
記
述
が
多

く
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
⑩
段
は
『
備
要』

や
『
南
渡
錬
』
を
引
用
し
た
部
分
と
は
異
な
り
、
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
に
は
見
え
な
い

表
現
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
記
載
順
も
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
宗
津
二
十
齢
表
請
還
京
馬
在
黄
所
阻
」
か
ら
「
宗
津
憂
憤

藤
直
死
」
を
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
同
）と

封
照
し
て
み
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

z
γ
I
l
l－
－

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

－

I
l
li
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

 

建
炎
三
年
、
宗
津
招
撫
河
南
軍
盗
、
文
募
義
士
合
百
齢
高
、
糧
可
支
半
歳
之
食
。
簿
上
二
十
齢
疏
、

請
高
宗
還
京
、
又
上
疏
欲

合
諸
特
渡
河
。
圧
伯
彦
・
黄
漕
善
力
主
遷
幸
東
南
之
議
、
忌
宗
津
成
功
、
屡
祖
撰
之
。
津
因
憂
欝
成
病
。
十
月、

宗
津
痘
襲
昔
死
、

〔
旦
配
制
鮒
副
劉
劉
劃
刈
剖
劃
剛
創
刊
劃
到
、
又
属
聾
高
吟
目
、
〔
A
1
出
町
刺
相
劃
剣
相
川
劃
動
劃
劃
劇
耐
劇
。
」

（B
）
劃
劃
動
劃
配

制
劃
刺
叶
凶
割
罰
則
朝
副
閃
割
問
問
刈
凶
劃
矧
罰
期
矧
引
制
利
則
創
創
剖
矧
劇

τ到
島

町

側

動

倶
至
粘
竿
軍
前
、
局
其
所
留
。

〔D
〕
劃
刻
引
制
到
則
刈
削
附
到
劃
附
劇
J
到
刷
劃
松
明
劃
叶
劇
出
劃
回
0

・
・．

（後
集
四
十
二
葉
右
1
左）
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『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』

（
建
炎
二
年
）
五
月
、
：
：
：
、
宗
津
招
撫
河
南
牽
盗
緊
城
下
、
文
募
四
方
義
士
合
百
齢
高
。
：
：
：
、
津
請
上
還
京
至
是
凡
二
十
齢
疏
、

言
甚
切
。
：
：
：
、
津
又
上
疏
欲
合
諸
特
渡
河
。
潜
善
忌
津
成
功
、
従
中
温
之
。
因
憂
欝
成
疾
。
『
中
興
大
事
記
』
日
：
：
：
淳
之
志
、
不
獲

伸
子
前
、
又
不
獲
伸
子
後
、
徒
使
後
之
人
間
「
出
師
未
捷
身
先
死
、
長
使
英
雄
泊
満
襟
」
之
嘆
。

（
巻
一
二
十
四
葉
左
1
二
十
六
葉
右
）
：
：
：
（
A
）

（
建
炎
二
年
）
秋
七
月
、
宗
津
卒
。
津
馬
糞
潜
善
所
温
、
憂
憤
成
疾
、
痘
都
世
子
背
。
特
浸
無
一
語
及
家
事
、
但
適
時
過
河
者
三
。

遺
表
猶
賛
上
還
京
云
。
：
：
：
、
以
杜
充
馬
東
京
留
守
、
壷
反
津
所
属
、
雨
准
豪
傑
皆
不
局
用
。
『
中
興
大
事
記
』
日
、
：
：
：
、
宗

湾

在

則

盗

可

使

兵

、

杜

充

用

則

兵

皆

民

盗

失

。

（

倉

一

二
十
七
葉
左
1
二
十
八
葉
右
）

（
建
炎
元
年
）
十
一
月
、
：
：
：
、
王
倫
使
金
、
興
侍
芳
倶
留
金
因
。
（
省
一
十
八
葉
左
）

（
建
炎
三
年
）
五
月
、
：
：
：
、
洪
陪
使
金
充
通
問
使
、
上
遺
尼
碍
恰
書
、
願
去
尊
競
用
正
朔
比
藩
臣
。

・（
B

）

・（
C
）

・（
D

）

こ
の
よ
う
に
記
事
が
前
後
す
る
箇
所
が
多
々
見
受
け
ら
れ
、
⑩
段
の
編
者
が
果
し
て
確
か
に
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
を
見
た
か
否
か
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
た
だ
し
、
四
庫
提
要
に
は
、
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
は
既
に
原
書
と
異
な
っ
て
い
る
旨
の
指
摘
が
有
る
の
で
、

雨
者
の
字
句
の
異
同
は
或
い
は
こ
れ
に
因
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
「
出
師
未
捷
身
先
死
、
長
使
英
雄
泊
満
襟
」
句
は
前
述
の
加

く
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
が
引
く
『
中
興
大
事
記
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
『
宣
和
遣
事
』
が
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
に
接
っ
た
可

能
性
は
高
く
、
雨
者
の
間
に
深
い
繋
り
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
宅

ま
た
、
先
述
の
部
分
に
繍
い
て
、

高
宗
雄
下
詔
修
京
城
、
而
還
京
之
意
終
未
決
、
車
駕
行
幸
未
有
定
向
。
李
綱
諌
日
、
「
ム
ユ
ハ
飛
縦
未
入
閥
、
猶
嘗
敵
郵
・
裏
、

以
示
不
忘
・
中
原
之
意
。
近
聞
一
二
執
政
、
動
陛
下
遷
幸
東
南
、
果
爾
、
則
中
原
非
我
有
失
。
」 （巻二

十
三
葉
左
）

（
四
十
三
葉
右
）
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『宣
和
遺
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

と
あ
る
の
は
、
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
の
文
章
よ
り
も
『
銭
塘
遣
事
』
巻
一

編
年
資
治
通
鑑
』
は
、

「高
宗
定
都
」
の
文
章
に
酷
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
繍
宋

詔
修
京
城
O
i－
－
－
李
綱
言
、
「
今
縦
未
能
入
閥
、
猶
嘗
適
裏
・
郵
、
以
示
不
忘
中
原
之
意
。

今
冬
無
虞
車
駕
還
閥
、

天
下
之
勢

遂
定
。
而
近
議
論
紛
転
、
謂
陛
下
将
幸
東
南
、
然
臣
恐
中
原
非
復
我
有
。
」

（倉
一
十
一

1
十
二
葉
）

と
い
う
が
、
『
宣
和
遣
事
』
の
記
述
は
、

寧
ろ
『
銭
塘
遣
事
』
の
、

高
宗
難
下
詔
修
京
城
、
而
還
京
之
意
終
未
決
、
車
理
行
幸
未
有
定
向
。
李
綱
諌
日
、
「
今
岳
飛
縦
未
入
閥
、
嘗
適
郵
・
裏
、
以

示
不
忘
中
原
之
意
。
近
間

一二
執
政
動
陛
下
遷
幸
東
南
、
果
爾
、
則
中
原
非
我
有
実
。

」

（

倉

一

「

高
宗
定
都
」）

に
極
め
て
近
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
宣
和
遣
事
』
が
専
ら
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
の
み
に
擦
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
謹
左
と
な

ろ
う
。

以
上
か
ら
推
測
す
る
に
、
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
と

『宣
和
遣
事
』
と
の
関
係
は
、
『
備
要
』
と
『
宣
和
遣
事
』
と
の
関
係
ほ
ど
明
確

で
な
い
こ
と
か
ら
、
⑩
段
の
編
者
が
②
・
③
・
⑥
・
⑧
段
の
編
者
と
同
一
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か

し
、
も
ち
ろ
ん
⑩
段
と
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
の
関
係
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
⑩
段
は
『
編
年
通
鑑
』

（
或
い
は
そ
れ
に
極
め
て
類
似
し
た
歴
史
書
）
に
加
え
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
文
献
を
参
照
し
つ
つ
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
期
に
お
い
て
、
⑩
段
は
そ
の
性
絡
が
先
述
の
②
・
③
・
⑥
・
⑧
段
に
極
め
て
近
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
⑩
段
冒
頭

に
『
備
要
』
を
引
用
し
、

E
つ
『
備
要
』
と
劉
時
奉
の
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
は
そ
の
内
容
が
カ
バ
ー
す
る
時
代
匿
分
が
互
い
に
相
補

関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
を
②

・
③
・
⑥
・
⑧
段
一
に
繍
く
同
一
章
段
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
先
に
奉
げ
た
よ
う
に
高
宗
出
生
記
事
は
、
高
宗
出
生
時
の
徹
宗
と
皇
后
の
夢
を
紹
介
し
た
後
、
そ
の
夢
に
登
場
し
た
銭
王

・
銭

武
粛
王
を
解
説
し
な
が
ら
、

後
即
位
於
南
京
、
属
高
宗
、
建
都
於
杭
州
、
閉
符
銭
王
還
我
山
河
之
夢。

銭
武
粛
王
即
銭
鍔
、
享
年
八
十
一
歳
、

高
宗
亦
喜
八
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十
一
、
量
偶
然
哉
。

と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
半
ば
『
賓
退
録
』
の
引
き
寓
し
で
は
あ
る
が
、
ま
さ
に
後
集
の
高
宗
臨
安
建
都
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
・

あ
る
。
つ
ま
り
、
『
賓
退
録
』
の
こ
の
部
分
を
括
入
す
る
こ
と
か
’
り
し
て
、
少
な
く
と
も
②
・
③
・
⑥
・
⑧
段
の
編
者
に
は
⑩
段
の
高
宗

記
事
に
至
る
全
韓
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
敢
え
て
号
早
つ
な
ら
ば
、
⑨
段
の
二
帝
北
狩
記
事
は
中
国
情
勢
と

は
懸
け
寓
れ
た
内
容
で
も
あ
り
、
⑨
段
を
抜
い
て
⑧
・
⑩
段
を
直
結
し
た
と
し
て
も
話
が
通
じ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
②
・
③
・
⑥
・
⑧
・
⑩
段
が
本
来
一
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
も
捉
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
『
宣
和
遣
事
』
の
文
語
主
鵠
部
分
と
歴
史
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
き
、
⑨
段
の
『
南
渡
録
』
の
引
用

の
仕
方
が
、
他
と
懸
け
寓
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
の
章
段
で
は
編
者
は
ひ
た
す
ら
同
一
文
献
を
丸
寓
し
す
る
の
み
で
あ

り
、
他
の
部
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
編
集
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
『
官
一
和
遣
事
』
全
瞳
を
見
通
す
よ
う
な
視
結
が
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
⑨
段
は
、
②
・
③
・
⑥
・
⑧
・
⑩
段
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
異
質
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
宣
和
遺

事
』
は
、
④
・
⑤
段
を
除
い
た
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ま
た
少
な
く
と
も
二
つ
の
斯
様
に
性
質
の
大
き
く
異
な
る
要
素
を
含
ん

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
吾
一
弓
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
雨
者
の
異
質
性
は
、
そ
こ
に
見
え
る
詩
句
と
の
関
係
か
ら
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
詩
句
の
描
入
状
況

に
つ
い
て
鯛
れ
て
み
た
い
。
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事
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の
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立
過
程
に
闘
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詩
詞
の
配
置
に
つ
い
て

先
ず
は
②
・
③
・
⑥
・
⑧
・
⑩
段
（
以
下
こ
れ
を
A
部
分
と
し
、
こ
れ
に
封
し
て
⑨
段
を
B
部
分
と
す
る
）
に
お
け
る
詩
調
の
描
入
状

況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
詩
詞
の
描
入
さ
れ
る
箇
所
を
封
臆
す
る
題
目
で
示
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
尚
、
先
述
の
如
く
⑥
段
は
二

箇
所
に
分
割
描
入
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
原
作
の
配
置
を
重
視
し
、
そ
の
ま
ま
の
順
に
配
列
し
た
。
（
数
字
は
詩
詞
の
描

入
さ
れ
る
葉
敷
、

a
・
b
は
葉
の
左
右
を
表
す
。
下
段
は
『
宣
和
遣
事
』
中
で
示
さ
れ
る
作
者
名
）

②
段
（
前
集
5
a
i
6
b
）

安
石
捨
宅
馬
寺
求
福
薦
男
（
6
b）

③
段
（
同
7
a
i
m
a
）

除
蕪
京
馬
丞
相
（
9
a）

劉
達
乞
砕
元
祐
薫
碑
（
m
b）

朱
動
因
花
石
綱
得
幸
（
日

a）

置
道
階
品
秩
（
日

a）

⑥
段
（
岡
崎

a
l
m
a
）

林
霊
素
以
夢
感
徽
宗
得
幸
（
M
b）

徹
宗
夢
遊
神
脅
宮
（
凶
b
）

③
段
（
同
店

a
iお
b
、
制
b
j
M叫
a〉

天
神
降
坤
寧
殿
（
出

a）

道
士
劉
混
康
奏
増
寓
歳
艮
岳
（
同
b
）

林
霊
素
詩
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呂
洞
賓
題
詩
赴
舎
（
加

a）

蕪
京
請
見
安
妃
（

n
a）

八
閣
皆
琉
璃
之
瑞
（
幻

a）

郵
粛
進
十
詩
識
切
朝
政
（
幻
b

）

童
貫
葉
依
交
割
燕
城
（
必

a）

呉
乞
買
立
馬
金
園
皇
帝
（
羽

a）

⑥
段
（
同
必

a
i印
a）

徹
宗
興
霊
素
遊
月
宮
見
二
人
実

（幻
b
）

有
償
臆
詔
退
水
遺
下
二
詩

（却
a）

⑧
段
（
後
集
1
a
i
u
b）

費
菜
男
子
生
苧
（
1
a）

太
印
字
生
陳
東
上
書
乞
詠
六
賊

（5
b）

李
師
師
流
落
荊
楚
（
5
b）

挑
平
仲
道
買
（
9
a）

薬
京
死
於
揮
州
（
9
b）

蕪
故
薬
篠
童
貫
等
各
伏
諒

（凶
a）

欽
宗
悔
不
用
紳
師
道
之
一
吉

（日
b

）

⑩
段
（
向
指

b
i必
b）

金
兵
初
追
康
王
（
部
b

）

『由民
和
巡
事』

の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

日
洞
賓
作
題
壁
詩

徽
宗
・
蕪
京
等
詩

「劉
扉
山
曾
有
詩
記
、作
京
遣
事
」

郵
粛
詩

「左
企
弓
者
」
詩

「
有
借
」
詩

「
劉
扉
山
有
詩
」
「
劉
扉
山
沖
京
事
紀
有
詩
」

李
師
師
詩

「
陸
放
翁
属
題
青
城
山
上
清
宮
壁
詩
」

（調）
「
南
儒
詠
史
有
一
詩
」
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『
宣
和
通
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
論

高
宗
幸
准
虜
陪
徐
州
（
叫

a）

秦
槍
定
都
臨
安
（
絹
b
）

「
劉
後
村
有
詠
史
詩
」

犯

A
部
分
に
お
け
る
詩
詞
の
播
入
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詩
調
が
章
段
の
ほ
ぼ
全
種
に
わ
た
っ
て
満
遍
無
く
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

一方、

B
部
分
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
B
部
分
（
後
集
U
b
i羽
b
〉
中
の
詩
句
の
配
置
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

后
妃
諸
王
皆
北
行
（
凶

a）

李
若
水
死
虜
管
（
日
b
）

津
利
令
朱
后
作
歌
勧
酒
（
げ
b

）

二
帝
知
韓
世
忠
劉
光
世
岳
飛
等
恢
復
中
原
（
M
a）

「毛
麿
因
過
龍
徳
故
宮
」
詩

李
若
水
詩

朱
后
歌

徽
宗
・
欽
宗
調

こ
の
う
ち
、
朱
后
歌
及
び
徹
宗
・
欽
宗
詞
は
い
ず
れ
も

『南
渡
銭
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

B
部
分
は
そ
れ
を
引
き
寓
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
つ
ま
り
、

B
部
分
は
後
集
の
半
ば
以
上
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
描
入
さ
れ
る
詩
詞
は
冒
頭
部
分
の
わ
ず
か
二
首
の
み

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
推
し
て
、

B
部
分
に
お
い
て
、
編
者
に
は
詩
詞
描
入
の
意
圃
は
無
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
毛
庭
園
過
龍
徳
故
宮
詩
は
、
『
賓
退
録
』
巻
二
に
見
え
る
。
ま
た
、
「
李
若
水
死
虜
営
」
記
事
は
『
南
渡
録
』
に
は

見
え
ず
、
『
備
要
』
巻
三
十
の
記
事
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
首
を
擁
す
る
B
部
分
の
冒
頭
と
は
、

無
論

『南
渡
録
』
を
引
い
て
い
る
も
の
の
、
多
分
に
A
部
分
と
同
様
の
特
徴
を
備
え
た
部
分
で
あ
る
軸
に
考
慮
の
齢
地
が
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
宋
代
の
「
種
本
」
が
し
ば
し
ば
そ
の
中
に
詩
調
を
描
入
す
る
こ
と
は
、
そ
の
唐
五
代
の
俗
講
と
の
関
聯
性
と
も
絡
ん
で
早



く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
可
散
文
の
合
聞
に
韻
文
を
括
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
に
語
り
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
、
時
に
語

り
の
内
容
を
補
う
な
ど
の
致
果
が
生
じ
る
。
『
宣
和
遣
事
』
は
、
少
な
く
と
も
嘗
時
の
「
種
本
」
の
名
残
を
留
め
る
可
能
性
の
あ
る
作
品

で
あ
り
、
従
っ
て
A
部
分
の
斯
様
な
性
質
は
、
世
田
時
の
「
種
本
」
の
形
式
に
則
る
か
た
ち
で
詩
調
を
描
入
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
の
勲
、
詩
詞
の
描
入
は
A
部
分
に
限
ら
な
い
。
④
「
梁
山
橡
衆
義
本
末
」
段
や
⑤
「
徽
宗
幸
李
師
師
家
・
曹
輔
進
諌
及
張
天

費
憶
去
」
段
も
ま
た
多
く
の
詩
調
を
そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
詩
を
も
っ
て
謹
と
す
る
」
と
い
う
詩
播
入
の
態
度
は
、
魯
迅
も
指
摘
す
る
よ
う
に
寸
『
借
古
語
以
属
重
』
的
精
神
」
の
現

わ
れ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
詩
に
よ
っ
て
樺
威
付
け
し
よ
う
と
す
る
意
圃
が
う
か
が
わ
れ
る
。
『
宣
和
遣
事
』
は
歴
史
語
り
す
な
わ
ち
講
史

で
あ
る
以
上
、
そ
の
内
容
の
異
貫
性
を
標
携
し
た
は
ず
で
あ
り
、
詩
の
括
入
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
重
要
な
要
素
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
④
・
⑤
段
と
異
な
り
、

A
部
分
の
詩
に
詠
史
詩
（
こ
こ
で
は
歴
史
事
件
に
つ
い
て
詠
じ
、
批
評
し
た
詩
を
言
う
）
が
多
く

含
ま
れ
る
の
は
こ
こ
に
理
由
が
有
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
劉
達
乞
砕
元
祐
黛
碑
」
、
「
欽
宗
悔
不
用
枠
師
道
之
吾
一口
」
、
「
秦
槍
定
都
臨
安
」
に
揺

入
さ
れ
る
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
劉
克
荘
の
「
麗
元
祐
憲
民
、
「
望
霊
長
編
二
首
其
二
？
題
繋
芸
マ
の
各
詩
で
あ
り
、
「
置
道
階

品
秩
」
、
「
徹
宗
夢
遊
神
需
宮
L

、
「
道
士
劉
混
康
奏
増
菖
歳
艮
岳
」
、
「
八
閣
皆
琉
璃
之
瑞
」
、
「
太
筆
生
陳
東
上
書
乞
諒
六
賊
」
、
「
李
師
師
流

落
荊
楚
」
に
見
え
る
詩
は
全
て
劉
子
彊
の
「
沖
京
紀
事
」
鵡
で
あ
る
。

A
部
分
は
陸
揖
や
こ
れ
ら
の
詩
人
の
詠
史
詩
を
全
篇
に
ち
り
ば
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
擢
威
付
け
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、

B
部
分
の
編
者
の
態
度
は
A
部
分
の
そ
れ
と
極
め
て
異
質
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、
詩
の
描
入
は

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

A
部
分
と
B
部
分
と
は
、
倶
に
歴
史
書
か
ら
の
引
用
を
多
く
行

な
う
部
分
で
は
あ
る
が
、
詩
詞
と
の
関
係
に
お
い
て
全
く
異
な
る
性
質
を
有
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
前
章
で
述
べ

た
如
く
A
部
分
と
B
部
分
の
引
用
態
度
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
断
ず
れ
ば
、

B
部
分
の
編
者
は
A
部
分

の
編
者
と
は
別
人
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
嘗
で
あ
ろ
う
。
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『
宣
和
遣
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一
試
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で
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
何
が
判
る
の
か
、
以
下
に
少
し
く
考
察
し
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、

『宣
和
遣
事
』
の
編
者
は
、
様
々
な
先
行
の
文
献
・
作
品
を
寄
せ
集
め
て

『官
一
和
遣
事
』
と
い
う
一
つ
の
講
史
小
説
作
品

と
し
て
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
『
宣
和
遣
事
』
は
、
そ
の
全
韓
の
内
容
を
考
え
れ
ば
、
北
宋
の
滅
亡
と
南
宋
の
再
興
が
主
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
編
年
韓
を
用
い
、
歴
史
書
の
檀
例
に
倣
い
な
が
ら
北
宋
の
繁
栄
と
滅
亡
、
南
宋
の
再
興
を
語
る
部
分
が
根
幹
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
梁
山
泊
の
故
事
や
李
師
師
の
故
事
が
、
お
そ
ら
く
嘗
時
の
語
り
も
の
を
取
り
入
れ
る
か
た
ち
で
描
入
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
文
韓
で
い
う
な
ら
ば
、
前
者
が
ほ
ぼ
文
語
種
、
後
者
が
白
話
瞳
で
あ
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
来
歴
が
異
な
る
か
ら
と
推
測
で
き
よ

う
。
さ
ら
に
前
者
が
歴
史
書
そ
の
他
の
文
献
を
多
く
引
用
す
る
の
も
、
歴
史
語
り
で
あ
る
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
斯
様
な
移
し
い
量
の
引
用
は
、
何
故
行
な
わ
れ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
通
俗
小
説
が
「
正
統
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
た
め

に
行
な
わ
れ
た
、
或
い
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る
話
本
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
一
つ
の
講
史
小
説
と
す
る
際
に
、
い
わ
ば
接
着
剤
の
よ
う
に

後
か
ら
蔽
め
込
ま
れ
て
い
っ
た
、
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
詩
の
播
入
は
内
容
の
員
賓
性
を
謹
明
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
『
宮
一
和
遣
事
』
は
歴
史
語
り
で
あ
る
か
ら
、
詩
の
括
入
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
嘗
然
の
種
想
と
言
え
よ
う。

そ
の
よ
う
な
樺
威
付
け
を
有
放
と
考
え
る
も
の
に
と
っ
て
、
歴
史
書
の
引
用
も
文
同
様
の
意
義
を
有
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歴
史

書
の
文
章
そ
の
ま
ま
を
借
用
す
る
こ
と
は
、
歴
史
書
の
記
載
に
忠
賓
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
歴
史
語
り
と
し
て
の
内
容
の
信

愚
性
を
増
す
殻
果
を
あ
げ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
一
方
で
編
者
に
と
っ
て
は
自
力
の
創
作
を
必
要
と
せ
ず
作
品
を
完
成
さ
せ
る
如
何
に
も
手
っ
取
り
早
い
方
策
で
あ
っ

た
と
も
き
弓
え
よ
う
。
ま
た
、
結
果
と
し
て
作
品
濁
自
の
創
作
性
は
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
部
分
を
、

程

度
の
低
い
編
者
が
一
つ
の
作
品
を
無
理
矢
理
纏
め
あ
げ
て
出
版
し
よ
う
と
し
た
言
わ
ば

「
つ
ぎ
は
ぎ
細
工
」
の
名
残
り
と
捉
え
る
こ
と
も

ま
た
、
極
め
て
妥
嘗
な
評
債
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
講
史
小
説
の
萌
芽
期
に
お
け
る
作
品
と
し
て
の
一
つ
の
限
界
を
示
し

て
い
る
と
も
一
言
守
え
よ
う
。
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問
題
は
ど
の
時
黙
で
こ
れ
ら
の
引
用
が
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
酷
で
あ
る
。
『
宣
和
遣
事
』
の
場
合
、
同
様
に
既
存
の
歴
史
書
等
に
依

存
し
つ
つ
も
、
詩
調
の
括
入
態
度
に
お
い
て
著
し
い
差
異
を
有
す
る
こ
つ
の
部
分
が
存
在
す
る
。
偲
に
こ
れ
ら
の
歴
史
書
等
の
文
章
が
全

て
『
富
一
和
遣
事
』
成
立
時
に
講
史
小
説
と
し
て
の
檀
裁
を
整
え
る
馬
に
同
時
に
『
宣
和
遣
事
』
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
そ
の
一
部
で
は
詩
を
描
入
す
る
形
式
を
採
用
し
な
が
ら
、
他
の
部
分
で
は
そ
れ
を
無
視
す
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
歴
史
書
等
の
文
章
の
借
用
が
す
べ
て
同
時
に
行
わ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
従
っ
て
A
部
分
と
B
部
分

と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
轄
で
異
な
る
製
作
意
圃
の
も
と
に
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

A
部
分
と
B
部
分
と
は
い
ず
れ
が
先
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

A
部
分
は
『
宣
和
遣
事
』
全
檀
の
大
半
を
占
め
、
且
つ

そ
の
内
容
も
主
題
に
関
わ
る
根
幹
部
分
で
あ
り
、
こ
の
部
分
が
原
『
宣
和
遣
事
』
に
無
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
B
部
分
に
し
て

も
、
こ
の
部
分
が
無
い
場
合
、
北
宋
の
繁
栄
を
語
る
前
集
と
北
宋
滅
亡
及
び
二
帝
・
高
宗
の
苦
難
を
語
る
後
集
の
分
量
的
な
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
明
と
暗
を
見
事
に
二
分
し
て
描
い
た
『
宣
和
遣
事
』
の
配
慮
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
『
宣
和
遣
事
』
成
立
時
に
は
雨

者
と
も
に
存
在
し

E
つ
別
々
の
来
歴
を
も
っ
て
『
宣
和
遣
事
』
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
B
部
分
は
、
込
み
入
っ

た
加
工
は
一
切
施
さ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
『
南
渡
録
』
そ
の
ま
ま
に
『
宣
和
遣
事
』
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
或
い
は
先
述
の
よ

う
な
『
官
一
和
遣
事
』
成
立
時
に
お
け
る
「
つ
ぎ
は
ぎ
細
工
」
と
も
吾
一
早
え
る
程
度
の
低
い
編
集
作
業
の
名
残
り
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
後

に
『
南
渡
銭
』
と
『
宣
和
遣
事
』
と
は
岡
本
で
あ
る
と
言
わ
し
め
た
程
に
引
用
を
毒
し
た
部
分
を
そ
の
中
に
内
在
さ
せ
る
こ
と
を
許
容
し

た
編
者
で
あ
れ
ば
、
寧
ろ
そ
れ
が
正
確
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
B
部
分
と
の
封
比
に
お
い
て
、

A

部
分
は
『
宣
和
遣
事
』
編
者
の
手
に
よ
る
部
分
で
は
な
く
、
元
来
歴
史
書
そ
の
他
か
ら
の
引
用
と
詩
調
の
描
入
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
先
行

文
献
を
蔽
め
込
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

A
部
分
と
同
じ
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
箇
所
は
、
『
宣
和
遣
事
』
以
外
の
平
話
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち、

「全
相
平
話
」
五
種
の
一
つ
『
秦
併
六
国
平
話
』
の
一
部
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
平
話
は
、
「
秦
肝
六
園
」
及
び
「
秦
始
皇
侍
」
と
で
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も
呼
ぶ
べ
き
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
「
秦
始
皇
侍
」
部
分
で
は
歴
史
書
の
引
き
寓
し
が
度
々
行
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
詠
史
詩
の
描
入
と
と
も
に
行
な
わ
れ
て
い
た
市
今
、
こ
の

『秦
肝
六
圏
平
話
』
と

『宣
和
遣
事
』
を
比
較
し
た
場
合
、
歴
史
書
の

引
用
と
詠
史
詩
の
描
入
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
、
両
方
の
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
は
、

一
篇
の
講
史
小
説
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
そ
の
平
話
の
編
者
が
考
え
付
い
た
場
嘗
た
り
的
な
方
式
で
は
な
く
、
古
い
語
り
物
の
形
式
を
踏

襲
す
る
講
史
小
説
の
一
構
造
と
し
て
す
で
に
一
般
化
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
『
宣
和
遣
事
』
B
部
分
の
よ
う
な
詩
調

を
全
く
含
ま
な
い
章
段
の
存
在
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
お
わ
り
に

『
宣
和
遣
事
』
は
、
「
寄
せ
集
め
」
の
書
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
却
っ
て
宋
元
代
の
様
々
な
資
料
を
そ
の
ま
ま
内
在
さ
せ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
し
て
、
以
上
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
こ
に
は
同
じ
歴
史
書
の
引
き
寓
し
を
行
な
う
部
分
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
詞
の
描
入
態
度

に
お
い
て
異
な
る
二
つ
の
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
話
と
歴
史
書
或
い
は
詩
詞
と
の
関
係
は
、

平
話
の
成
立
護
展
史
、
ひ

い
て
は
明
代
の
長
編
章
回
小
説
へ
と
つ
な
が
る
講
史
小
説
の
成
立
費
展
史
の
解
明
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
同
時
に
宋

代
の
語
り
も
の
や
そ
れ
以
前
の
俗
講
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
常
に
注
意
を
梯
う
べ
き
黙
で
あ
ろ
う
。
通
俗
小
説
成
立
瑳
展
の
初
期
段
階

を
明
ら
か
に
す
る
に
は
関
聯
資
料
が
極
め
て
少
な
く
、
多
く
は
推
測
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
賓
情
で
あ
る
。
本
稿
も
ま
た
資
料

の
来
歴
に
つ
い
て
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、

平
話
は
、
作
品
と
し
て
は
甚
だ
稚
拙
で
あ
る
が
、

講
史
小
説
種
展
史
の
空
日
を
埋
め
る
ま
さ
に
貴
重
且
つ
重
要
な
王
掛
り
な
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（注）

（
1
）
肇
海
中
央
画
書
館
所
歳
。

（
2
）
阿
部
隆

一
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』
（

一
九
八
三
年
汲
古
書
院
）
、
大
塚
秀
高
『
増
補
中
園
通
俗
小
説
書
目
』
（

一
九
八
七
年

汲
古
書
院
）
参
照
。

〈

3）

『
中
園
小
説
史
略
』
第
十
三
章
「
宋
元
之
擬
話
本
」
。

（
4
）
渡
遁
宏
明

「『
大
宋
中
盤
（
通
俗
演
義
』
と
『
宣
和
遣
事
』」

（『汲
古
』

ω
一
九
九
一
）
等
参
照
。

（
5
）
鄭
振
鐸
編

『中
園
文
筆
研
究
』
下
（
一
九
八
一
年

上
海
舎
店
）
所
牧
。

（
6
）
注
論
文
は
、
こ
の
部
分
が
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
を
引
用
す
る
と
い
う
。
『
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
に
は
、
そ
の
内
容
が
北
宋
に
あ
た
る
李
煮
撰

の
も
の
と
南
宋
に
あ
た
る
劉
時
奉
撰
の
も
の
と
の
二
本
が
存
在
す
る
が
、
在
論
文
は
そ
の
雨
方
を
さ
し
て
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

筆
者
が

見
た
限
り
で
は
、
李
煮
の
『
績
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
が
『
備
要
』
と
比
較
し
て
よ
り

『宣
和
遣
事
』
に
近
い
と
は
言
い
切
れ
ず
、
寧
ろ
明
ら
か
に

『
備
要
』
に
よ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
部
分
も
有
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
証
論
文
に

『備
要
』
と
「
繍
宋
編
年
資
治
通
鑑
』
を
併
せ
て
引
用
し
た
部
分

を
載
せ
る
が
、
こ
れ
も
『
備
要
』
の
み
を
見
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
今
回
は
主
と
し
て

『備
要
』
を
封
照
資
料
と
し

た
。
尚
、
『
備
要
』
に
つ
い
て
は
、

『
四
庫
全
書
』
史
部
所
取
本
を
使
用
し
た
。

（
7
）
ち
な
み
に
、
①
段
の
郁
康
節
「
左
妊
吟
」
詩
も
、
『
賓
退
銭
』
倉
九
に
見
え
る
。

（
8
）
例
え
ば
、
『
四
庫
全
書
徳
目
提
要
』
巻
五
十
二
史
部
雑
史
類
存
目

一
に
指
摘
が
あ
る
。

（

9
）
 

『
中
園
善
本
書
提
要
』
史
部
雑
史
類
。

（
m）
第
十
七
章
「
開
於
講
史
」
七
一
六
頁
。

（
日
）
本
稿
で
は
、
『
四
庫
全
書
』
史
部
編
年
類
所
牧
本
を
使
用
し
た
。

（
ロ
）
本
稿
脱
稿
直
前
に
、
日
本
中
圏
第
舎
大
舎
に
お
い
て
京
都
大
壁
研
修
員
氏
岡
英
土
氏
が

「平
話
の
基
づ
い
た
史
書
｜
平
話
の
作
り
手
に
つ
い
て
の

試
論
l
」
と
い
う
題
で
護
表
さ
れ
、
そ
の
中
で
『
宣
和
遣
事
』
の
基
づ
い
た
歴
史
書
に
つ
い
て
も
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
。
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（
悶
）
拙
稿
「
『
秦
併
六
圏
平
話
』
と
胡
曾
の
詠
史
詩
｜
講
史
小
説
の
護
展
過
程
に
闘
す
る
一
考
察
｜
」
（
『
日
本
中
園
祭
曾
報
』
必

一
九
九
四
）
参
照
。

『
山
口
一
利
造
事
』
の
成
立
過
程
に
闘
す
る

一試
論

（
日
）
入
矢
義
高
「
話
本
の
性
格
に
つ
い
て
」
（『東
方
墜
報
（
京
都
）
』
ロ
l
3

一
九
四
一
）
、
内
国
道
夫
「
近
世
小
説
の
様
式
に
つ
い
て

l
餐

文

の

影

叫

響
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
『
文
化
』

nー

5

一
九
五
八
）
、
金
丸
邦
二
一
「
宋
代
小
説
話
本
の
形
式
に
つ
い
て
」
（
『
東
京
外
国
語
大
筆
論
集
』
日

九
六
七
）
等
参
照
。

（

M
）
 

『
墳
』
「
宋
民
間
之
所
謂
小
説
及
其
後
来
」
。

（日）

『
四
部
叢
刊
』
所
取
『
後
山
先
生
大
全
集
』
巻
二
。

（
村
山
）
同
前
谷
四
。

（
げ
）
間
前
谷
四
。

（叩叩）

『
四
庫
全
書
』
所
牧
『
扉
山
集
』
袋
十
八
。




